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日本原子力研究開発機構では，計画的な除染を支援するため，除染の効果を予測するシステ
ム（除染活動支援システムＲＥＳＥＴ：Restoration Support System for Environment）を整
備しています．このシステムでは，除染により空間線量率の低減がどのくらい期待できるか，
将来の空間線量率が時間とともにどのように変化するのかをシミュレーションすることができ
ます．

シミュレーション範囲
（黄色枠の内側）と

除染範囲（白線枠の内側）

除染前の空間線量率マップ
< 「仕組み」の【A】の段階 >

除染係数（DF）マップ
除染係数は除染により除去された放
射性物質の割合の逆数で，数値が大
きいほど除染効果が高いことを示しま
す．土地利用に合わせて変更可能．

東西に横断する線上での除染前の空間線量率（青線)
と除染後の空間線量率の予測（赤線・緑線)

（除染係数の違いで2パターン)

ＲＥＳＥＴは，現地で測定された空間線量率の分布【A】から地

表面の放射性セシウムの分布【B】を計算します．除染でどのくら

い放射性セシウムを取り除けるかを表す「除染係数 （DF）」を除

染範囲に当てはめることで，除染後の放射性セシウムの分布

【C】を予測します．放射性セシウムの分布から除染後の空間線

量率【D】を計算することができます．

屋外の空間線量率は，土地利用形態で時間変化に違いがあ

ります．時間変化をより良く表す式（２成分モデル）を使った後処

理により，将来の空間線量率の値を予測することができます．

予測された除染後の空間線量率の変化（曲線）
と実際の空間線量率（縦棒線）の推移

引用文献： 山下・沢田(2020) 福島県の帰還困難区域の除染シミュレーションと将来予測，JAEA-Research 2019-010，https://jopss.jaea.go.jp/search/servlet/search?5067597
<<<<<様々な解析事例が上記のレポートで紹介されています．ご参照ください．>>>>>

シミュレーション範囲
や空間線量率などの
情報を入力して計算
することで，除染によ
る線量率の低下を表
示することができます．
（上段，下段左）
予測された線量率の
時間変化が実際に測
定した数値と同程度で
あることが確かめられ
ています．（下段右)

ＲＥＳＥＴの仕組み
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東西測線
(下段左図)

【A】 【B】

【C】 【D】

1m

Dbefore

除染前の1m高さの空間線量率Dbeforeを入力する

地表面

Sbefore

除染前の表面汚染密度Sbeforeを計算する

𝑆 = 𝐹 𝐷

Safter

除染エリア
(DF>1)

除染エリア外 (DF=1)

除染後の表面汚染密度Safterを計算する

𝑆 = 𝑎𝑆

除染後の空間線量率Dafterを計算する

𝐷 = 𝐹𝑆

1m

Dafter

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

9.0

10.0

0 100 200 300 400

除染前
除染後予測(DF=3)
除染後予測(DF=4)

空
間

線
量

率
[µ

S
v/

h
]

東西方向距離 [m]

期待される
除染の効果

除染範囲

シミュレーションの適用例
<<<<<入力データ>>>>>

除染後の空間線量率の予測マップ
（除染係数の違いで2パターン）

< 「仕組み」の【D】の段階 >

>>>>>出力結果 <<<<<

未除染地から除染
地に向かい線量率
が連続的に減少


